
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・個に応じた学習を進め、学習内容の定
着を図る。

○「学び合いやＩＣＴを活用した学習を通
して、自分の考えを深めたり、広げたり
することができる」と回答する生徒の割
合を８０％以上にする。

・グループ活動やＩＣＴを活用した学習活
動を半分以上の授業で実践する。
・校内研究で「ピュアサポート」について
の研修を深め、学級経営や授業で実践
する。

・ ・ ・
・教務主任
・学力向上コーディネー
ター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「学校行事、生徒会活動、係活動等に
積極的に取り組んでいる」と答える生徒
の割合を８０％以上にする。

・定期的にGWTやエンカウンター、ア
サーションを取り入れ、互いを認め合う
授業に取り組む。
・生徒・教師・保護者による挨拶運動を
実施する。
・ボランティア活動を活性化する。

・ ・ ・

・研究主任
・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実を行う。

○「いじめや差別など、人の嫌がること
は絶対しない、許さないという態度で生
活している」と答える生徒の割合を昨年
度同様（95.8%）にする。

・年２回のhyper-QUの実施の分析・考
察を行う。
・いじめアンケートや心の健康アンケー
ト、日記・学活ノートを通して、早期発見
や早期対応を適切に行う。

・ ・ ・

・生徒指導主事
・各学年主任

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動を行う。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と答える生徒の割合を８
０％以上にする。
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的に答える生徒の割合を７５％
以上にする。

・全ての教科や学校行事を通してキャリ
ア教育を充実させ、夢や目標について
自ら考えさせる時間や場面を設ける。
・職業講話や職場体験などの学習を通
して、自ら将来のことを考える機会を設
ける。

・ ・ ・
・教務主任
・進路指導主事
・各学年主任

○優しさあふれる学校づくりを行う。 ○「学校が楽しいと答える」生徒の割合
を昨年度同様（87.5%）にする。

・定期的にGWTやエンカウンター、ア
サーションを取り入れ、互いを認め合う
授業に取り組む。
・いじめアンケートや心の健康アンケー
ト、日記・学活ノートを通して、早期発見
や早期対応を適切に行う。
・校内研究で「ピュアサポート」について
の研修を深め、学級経営や授業で実践
する。

・ ・ ・

・研究主任
・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者
・各学年主任

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

❸「健康に良い食事をしている」と答える
生徒の割合を（80.0%）にする。

・「健康に良い食事」の大切さを保健だよ
りや、生徒会の昼の放送で呼びかけを
行う。
・「早寝、早起き、朝ごはん」の大切さを
多くの場面で意識させ、自己の健康管
理に活かせるようにする。

・ ・ ・
・食育担当教員
・家庭科担当教員
・養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週水曜日の定時退勤日を設定す
る。
・週二日の部活動休養日を設定する。
・学校閉庁日（8/12～8/16）を設定す
る。

・ ・ ・

・管理職

○年次休暇の取得促進 ○年次休暇の取得を７日以上取得
した職員の割合を９０%以上にする。

・業務の効率化を図り、年次休暇の取得
が取りやすい職場環境に努める。

・ ・ ・

・管理職

●特別支援教育の充実

○個々の生徒に応じたきめ細か
い対応

○「全職員で共通理解を図り、生徒の育
成に取り組んでいる」と答える職員の割
合を８０％以上にする。

・教育支援部会や生徒指導協議
会を通して、共通理解、共通実践を行
い、支援体制を強化する。
・特別支援教育コーディネーターを
中心に、積極的に支援会議を実
施する。

・ ・ ・

・特別支援教育コーディ
ネーター
・学年主任
・養護教諭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導・教育相談の
充実

○生徒指導の重点指導方針を活かした
自己指導力の育成
○個に応じた支援の推進

○「自分のことが好きだ」と答える生徒
の割合を７０％以上にする。
○「先生に困ったことや悩みを相談でき
る」と答える生徒の割合を７５％以上に
する。

・生徒会と連携し、生徒の主体的な活動
を位置づける。
・学校教育目標を意識し、「みんなが楽
しいとは？」ということを生徒に問いなが
ら、全職員で、生徒同士、生徒と教師が
繋がり、互いに尊重し合う態度を育成す
る。

・ ・ ・

・生徒指導主事
・教育相談担当
・生徒会担当教員
・養護教諭

○保護者・地域に信頼され
る学校づくり

○学校の様子を通信等を通して情報発
信する。
○生徒、保護者に寄り添った対応を行
う。

○「海青中学校の教育活動に満足して
いる」と答える保護者の割合を７０％以
上にする。

・学校や生徒の様子を通信類（連絡帳・
学級通信等）を通して保護者に知らせ
る。
・保護者と連絡・相談等を密に行い、連
携・協力して生徒の指導にあたる。

・ ・ ・
・管理職
・教務主任
・生徒指導主事
・学年主任
・養護教諭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 唐津市立海青中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全職員が、生徒に寄り添いながら教育活動を行っている。また、生徒会を中心に、生徒が自主的に各活動に取り組むことができているため、生徒会活動が活発化している。

・生徒の問題行動が減少している一方、不登校生徒の増加が大きな課題である。ＳＣ・ＳＳＷ・関係機関と連携を図りながら、一人ひとりへの対応を行っていく必要がある。

・各クラス、授業に落ち着いて取り組めているため、今後も学力向上のために授業改善を図っていく必要がある。

２　学校教育目標 「海青中を誇りに思う生徒の育成」～優しさあふれる学校に～

３　本年度の重点目標

(1)授業改善を図り、自ら学ぶ生徒の育成　　(2)自分から挨拶ができる生徒の育成

(3)安心して、学び生活できる集団を作る生徒の育成　(4)ボランティア精神にあふれた生徒の育成

(5)部活動の活性化　(6)家庭地域の連携


